
人
間
国
宝
の
競
演

友
枝
昭
世
と
山
本
東
次
郎
の
至
芸

解
説馬

場 

あ
き
子

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

馬
場
あ
き
子
、山
本
東
次
郎
、友
枝
昭
世

能「殺生石 女体」友枝昭世 狂言「粟田口」山本東次郎（撮影：尾形美砂子）

狂
言粟

田
口 

山
本 

東
次
郎

あ
わ
　
　
た
　
　
ぐ
ち

せっ
　 

し
ょ
う
　  

せ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

にょ  

た
い

能殺
生
石

　
　
　
　
　
女
体

友
枝 

　
昭
世

令
和
5
年

5
月
3
日（
水・祝
）

14
時
開
演（
13
時
15
分
開
場
）

開
催
日

川
崎
市
麻
生
市
民
館
大
ホ
ール

（
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅 

北
口
徒
歩
3
分
）

会
場

※アルテリッカしんゆりHP・電話で受付。1月30日（月）までに要会員登録（無料）



プロフィール

川崎市麻生市民館座席表詳しくは

◉1937年5月5日生まれ。山本東次郎家四世。三世東次郎の長男。山本会を主宰。
◉1964年／芸術祭奨励賞受賞
◉1992年／芸術選奨文部大臣賞受賞
◉1994年／第１６回観世寿夫記念法政大学能楽賞受賞
◉1998年／紫綬褒章受章
◉2001年／エクソンモービル音楽賞(邦楽部門）受賞
◉2007年／日本芸術院賞受賞
◉2012年／重要無形文化財各個指定（人間国宝）認定
◉2017年／日本芸術院会員に就任
◉一般財団法人杉並能楽堂理事長
◉著書　「狂言のすすめ」、「狂言のことだま」、「山本東次郎家 狂言の面」（玉川

大学出版部）、「狂言 山本東次郎」（共著）（新人物往来社）、「中高生
のための狂言入門」（共著）（平凡社）

山本東次郎 （やまもと とうじろう） ◉能楽師 大蔵流 狂言方

日本を代表する歌人、文芸評論家。短歌結社「かりん」主宰。古典や能に対
する造詣も深く、喜多実に入門。新作能の制作も行い、「影媛」（国立能楽堂委
嘱）は大好評を博した。文化功労者、日本芸術院会員、朝日歌壇選者ほか。
「馬場あき子全集」全13巻ほか歌集や著書多数。川崎市在住。

馬場 あき子 （ばば あきこ） ◉歌人

川崎市麻生市民館 ホール座席表

◉1940年3月24日生まれ。肥後熊本、加藤家・細川家のお抱え能役者の本座・
友枝家に友枝喜久夫の長男として、東京に生まれる

◉1946年／能楽シテ方喜多流十五世宗家喜多実氏に師事
◉1978年／第28回芸術選奨文部大臣新人賞受賞
◉1994年／第16回観世寿夫記念法政大学能楽賞受賞
◉1995年／第45回芸術選奨文部大臣賞受賞
◉1996年／「友枝会」（江戸幕府崩壊後、曾祖父友枝三郎のもと熊本にて発
足）を父喜久夫没後継承

◉2000年／春の紫綬褒章受章
◉2003年／日本芸術院賞受賞
◉2004年／伝統文化ポーラ賞大賞受賞
◉2008年／重要無形文化財各個指定（人間国宝）認定
◉2011年／日本芸術院会員に就任
◉2020年／旭日中綬章受章
◉喜多流宗家預り

友枝 昭世 （ともえだ あきよ） ◉能楽師 喜多流 シテ方

馬
場
あ
き
子

解
説ア

フ
タ
ー
ト
ー
ク
　
馬
場
あ
き
子
、
山
本
東
次
郎
、
友
枝
昭
世

人
間
国
宝
の
競
演 

―
友
枝
昭
世
と
山
本
東
次
郎
の
至
芸
―
　
14
時 

開
演
　

シ
テ 

大
名
　
山
本
東
次
郎

狂
言

粟 
田 
口

ア
ド 

太
郎
冠
者
　
山
本
凜
太
郎

ア
ド 

粟
田
口
　
　
山
本
　
則
重

能

殺 

生 

石

　
　
　
　
　   

女
体

ワ
キ 

玄
翁
道
人
　
宝
生
　
欣
哉

大
鼓
　
大
倉
慶
乃
助

小
鼓
　
森
澤
　
勇
司

太
鼓
　
梶
谷
　
英
樹

笛
　
　
藤
田
　
貴
寛

地
謡

佐
藤
　
寛
泰

金
子
敬
一
郎

内
田
　
成
信

大
島
　
輝
久

友
枝
　
雄
人

長
島
　
　
茂

香
川
　
靖
嗣

狩
野
　
了
一

後
見

中
村
　
邦
生

友
枝
　
真
也

友
枝
　
昭
世

後
シ
テ
　
野
干
　

前
シ
テ
　
里
ノ
女

ア
イ 

能
力
　
山
本
　
則
秀

休
憩（
20
分
）

⑦ 42
⑱ ⑲ ㉚ ㉛

舞　　台
橋がかり

SS席

S席

A席※な列以降の後方席

【新型コロナウイルス感染拡大防止のためご協力をお願いします】
新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、日時・内容・出演者・販売座席等を変更する可能性がございます。
最新の情報は川崎市文化財団ホームページでご確認ください。https://www.kbz.or.jp/event/noh/20230503/

狂
言
　
粟
田
口 【
あ
わ
た
ぐ
ち
】

世
間
で
は
道
具
比
べ
が
大
流
行
、次
回
は

「
粟
田
口
」比
べ
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
が
何
な

の
か
確
信
が
持
て
な
い
大
名
は
太
郎
冠
者
に

命
じ
て
都
に
買
い
に
行
か
せ
ま
す
。ど
こ
で

売
っ
て
い
る
か
も
聞
か
ず
に
来
て
し
ま
っ
た

太
郎
冠
者
が「
粟
田
口
を
買
い
ま
し
ょ
う
」と

呼
び
掛
け
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、そ
れ
を
見

つ
け
た
男
が「
自
分
こ
そ
粟
田
口
で
あ
る
」と

名
乗
り
出
ま
す
。太
郎
冠
者
が
連
れ
帰
っ
た
男

が
粟
田
口
と
聞
い
て
大
名
は
驚
き
ま
す
が
、粟

田
口
に
つ
い
て
書
か
れ
た
物
と
男
の
言
う
こ

と
は
合
致
し
て
い
て
、大
名
の
心
は
揺
れ
動
き

ま
す
。

※
粟
田
口
と
は
京
都
東
山
あ
た
り
の
地
名
で
、古
来

か
ら
多
く
の
刀
鍛
冶
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。こ
こ

の
刀
工
が
作
っ
た
刀
を
粟
田
口
と
い
い
ま
す
。

能
　
殺
生
石 【
せ
っ
し
ょ
う
せ
き 

に
ょ
た
い
】

　
　
　
　
　
　
女
体

玄
翁（
ワ
キ
）と
い
う
僧
が
奥
州
か
ら
都
へ
行
く
途
中
、下
野
国
那

須
野
ヶ
原
に
来
ま
す
。空
を
飛
ぶ
鳥
が
、あ
る
石
の
上
を
通
る
と
落
ち

る
の
で
不
審
に
思
っ
て
い
る
と
、里
の
女（
前
シ
テ
）が
現
れ
、こ
の
石

は
殺
生
石
と
い
う
恐
ろ
し
い
石
で
、昔
、鳥
羽
院
に
つ
か
え
て
い
た
玉

藻
ノ
前
は
帝
の
龍
愛
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
美
女
で
あ
っ
た
が
、実
は
王

道
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
化
生
の
者
で
、そ
の
正
体
を
見
破
ら
れ
、こ
の

野
に
逃
げ
た
が
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、そ
の
魂
が
石
に
な
っ
た
の
だ
と

語
り
ま
す
。そ
し
て
、自
分
は
そ
の
石
塊
で
あ
る
と
明
か
し
、石
の
中

に
隠
れ
ま
す
。

玄
翁
が
石
に
向
か
っ
て
供
養
す
る
と
、殺
生
石
は
二
つ
に
割
れ
中

か
ら
野
干（
狐
・
後
シ
テ
）が
現
れ
ま
す
。野
干
は
天
竺（
イ
ン
ド
）、大

唐（
中
国
）と
悪
事
を
な
し
、日
本
も
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
が
、安
倍
康
成

の
祈
祷
で
都
を
追
わ
れ
、こ
の
那
須
野
に
隠
れ
住
ん
だ
が
、三
浦
介
と

上
総
介
に
狩
り
出
さ
れ
遂
に
射
殺
さ
れ
た
。そ
し
て
、そ
の
執
心
が
殺

生
石
に
な
っ
た
と
語
り
ま
す
。し
か
し
、今
あ
り
が
た
い
供
養
を
受
け

た
の
だ
か
ら
、こ
の
後
決
し
て
悪
事
は
し
な
い
と
約
束
し
て
消
え
失

せ
ま
す
。

　
　
げ
ん
の
う

　
　
　
　  

や  

か
ん

（
17
時
10
時
頃 

終
演
）


